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5～ポスター発表にも
∫
1奮ってご応募下さい〃
！
ノ
ン

1発表申込締切

一ヘー・㌔ノ㌔・・、，’、“一、一’㍉，・、．ψ、1㌧’噂、ノ㌔’、ノ㌔’・㌔・㌔，㌔・””“㌔’㌔、’㌔・㍉、鴨“．㍉’㌔’．㌔・、｝へ．」、｝’㌔・㍉’鴨“㍉ノ％’・㌔｛、’・、一’㌔’一㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

i発表論文

1（1）内容それぞれの研究分野にお㌧・て，その専門的成

1　果を得るにいたった放射性および安定同位元素ならび
》

1に放射線の利用の技術噸点樋いた論文と・これら

’　同位元素，放射線の利用の基礎となる研究論文としま
ヤ

多　　す。研究の内容には，少なくとも一部に未発表の部分

　　が含まれていることを必要とします。
～
・　　なお，発表は口頭発表とボスター発表とします。
～
1（2）轍軸区分

1 ①基礎的データ

’　②放射線測定器・測定法

　　③　分析（放射化分析，放射化学分析等）

　　④トレーサ利用

　　⑤　照射効果

　　⑥　製造・分離・標識化

　　⑦線源・加速器

　　⑧放射線利用機器（ラジオグラフィ，エネルギー的

　　　利用，発光塗料等も含む）

　　⑨陽電子消減，メスパウア効果

　　⑩放射線管理（汚染除去，健康管理，安全取扱，廃

　　　棄物処理，’巡搬等）

　　⑪地球科学・宇宙科学・環境科学

　　⑫安定同位体関係

　　⑬その他
　（3）口頭発表時間　1件15分以内の予定

　　　　　　　　　　　（原則としてOHP使用）

　　　　　　　　　　第25回

理工学における
昭和63年2月29日（月）　　　　　同位元素研究発表会1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　関係諸学協会の共同主催で，標記の研究発表会を開催いたします。この研究発表会の目的は、，異　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　なった専門分野の研究者が一堂に会し，同位元素および放射線の利用の技術を中心とした研究，およ　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　びその技術の基礎となる研究の発表と討論を行い，各専門分野間の知識と技術の交流を図ろうとする　　　　》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　ものであります。会員各位におかれては奮ってご応募・ご参加下さることを希望いたします・　　　　　　　1

　　　　　　　会　　期　昭和63年7月4日（月）～7月6日（水）　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　会　　場　国立教育会館（東京都千代田区霞が関3－2－3文部省となり）　　　　　　　　　ぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，（4）ポスター発表　今回は特にテーマを設けておりませ

　ん。どの申込区分の応募でも結構です。1件のスベー

　スは90㎝×150㎝×2枚です。ポスター掲示時間のう

　ち貴任時間は1．5時間を予定しています。

発表者の資格　発表申込者が所属する主催学・協会の

　年会（大会）等の規定または慣例に従います。

発表申込み難の申肥（1件1通）によりお申込1
み下さし禰定の申込書は下記あて請求して下細1

　⑰113束京都文京区本駒込2－28－45　　　　　　　　　く

　　　　　　　　　　　　　日本アイソトープ協会内

　　　　埋工学における同位元素研究発表会運営委員会．

　　　　　　　　　8（03）946－7111（代）　内線261

発表申込締切：昭和63年2月29日（月）必着

講演要旨　講演要旨集を発行します。発表申込みが

　あり次第，所定の原稿用紙をお送りします。口頭発

　表，ポスター発表とも1件原稿用紙1枚です。

講演要旨原稿締切：昭和63年4月15日（金）必着

そ　の　他

（1）フルペーパーの報文集は特に発行しません。

　　なお，日本アイソトープ協会の学術機関誌“RADIO・

　ISOTOPES”にはこの研究発表会の発表論文にかぎ

1共同主儲応用物騨会化学工学協会金属鰍術協会空気調和・衛生工学韻演樋制御学縞分子学1

’会触媒学会石油学会石油技術協会繊維学会電気化学協会電気学会電子愉報通信学会土質工学会土木学会　～

燦ア総最難，呆妻欝身1騰属皐套遺縢子縢戦躍盤業夢騰量購劉

騰1難灘鍔製騰獣1萎萎1馨昌1萎ll含鐡萎華．鑓
ζ～．）一…〉〉v＿＿）∀）〉、ド）、’…一）一…＿一＿＿一一＿…＿一＿＿、ノ…一》一＿＿一一＿一＿…＿＿＿＿＿＿一＿、1

⑫・り轟鍵箋線繍乏ll適
　頭発表からボスター発表に・またはその反対にポスグ　く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　一発表から口頭発表への変更をお願いすることもあり　《

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《　ますのでご承知おき下さい。　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦
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